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  令 和 ８ 年 ９ 月 １ 日 

東 北 電 力 株 式 会 社 
 

東通原子力発電所の現在の状況について 
 

１．運転状況 

 平成２３年２月６日より第４回定期事業者検査を実施中 
 

２．電気出力（令和７年８月～令和８年７月） 

 発電実績なし 

 

３．その他 

（１）東通原子力発電所１号機における新規制基準適合性審査の状況について 

【全体として】 

 平成２６年６月申請以降，継続的なヒアリングや審査会合において当社の申請内容

を説明しております。 

 これまでに，発電所敷地内および敷地周辺の断層の活動性に係る当社の考え方や 

説明内容については，概ね妥当な検討がなされているとの評価をいただいておりま

す。 

 また，基準地震動，火山影響評価についても概ね妥当な検討がなされているとの評

価をいただいております。 

 

【基準津波について】  

 令和７年１１月７日の審査会合において，更なる安全性向上の観点から，基準津波

に対する裕度の積み増しをするための敷地造成を反映した基準津波の再評価につい

て説明した結果，概ね妥当な検討がなされているとの評価をいただいております。 

 敷地造成を反映した基準津波による敷地前面での基準津波の最高水位は，これまで

の１２.１メートルから１２.４メートルとなりますが，プラント全体の基準津波に

対する裕度は，敷地造成前の０.９メートルに対して敷地造成後は１.８メートルと

なるため，裕度は積み増しされることとなります。 

 また，令和８年１月１６日の審査会合において，「敷地造成を反映した基準津波の年

超過確率」について説明した結果，概ね妥当な検討がなされているとの評価をいた

だいております。 

 

【今後について】 

 地震，津波の審査について残る項目は，「基準津波に伴う砂移動評価」および「基

礎地盤，周辺斜面の安定性評価」となりますが，いずれもプラント審査準備の進捗

を踏まえて検討する必要があるため，まとまり次第，審査会合で説明する予定とし

ております。 

 今後も引き続きプラント審査準備を進めてまいります。 

                                                     

 

参考資料２ 
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（２）東通原子力発電所における主な公表事項（令和７年９月２日～令和８年９月１日） 

発生日 件名 概要 

令和７年 

１１月２０日 
「東通原子力発電所の防護設

備の性能試験等の未実施及び

不適切な試験記録等作成」に

係る原子力規制検査（核物質

防護関係）の評価結果，その

後の根本原因分析結果および

改善措置活動計画の報告につ

いて 

 

（詳細は別添１を参照） 

・東通原子力発電所において敷地内への

侵入を防止するために設置している監視

装置の性能試験および保守点検につい

て，不適切な取り扱いが行われていたこ

とが確認され，原子力規制委員会より「重

要度評価：緑」「深刻度評価：SLⅢ」と評

価された。（令和７年１１月２０日） 
 

・事案の確認や原因分析，改善措置の検

討を進め，１９項目の改善措置を策定し，

その結果および改善措置活動の計画を原

子力規制庁へ報告した。 

（令和８年２月１８日） 

令和８年 

３月３１日 
東通原子力発電所敷地内にお

ける協力企業事務所屋外分電

盤の焦げ跡確認事象，その後

の原因と再発防止対策につい

て 

 

（詳細は別添２を参照） 

・発電所敷地内の協力企業事務所の屋外

分電盤で焦げ跡が確認され，下北消防本

部により火災と判断された。 

・原因は，分電盤の扉に植物の蔓（ツル）

が挟まったことにより密閉性が低下し，

内部に雨水や湿気を含んだ外気が侵入し

た結果，結露による短絡（ショート）が

発生し，火災に至ったと推定された。 

・扉への異物の挟み込みがないことおよ

び分電盤内部に結露等の異常が無いこと

を巡視点検項目として明確化し，管理し

ていく。 

 

 

以 上 

 

 

 

詳細については，当社ホームページから確認することができます。 

https://www.tohoku-epco.co.jp/ 



 

 

 

別添１ 

 

「東通原子力発電所の防護設備の性能試験等の未実施及び不適切な試験記録等作成」に

係る原子力規制検査（核物質防護関係）の評価結果，その後の根本原因分析結果および改

善措置活動計画の報告について 

 

 令和７年１１月２０日の原子力規制委員会において，「東通原子力発電所の防護設備

の性能試験等の未実施及び不適切な試験記録等作成」に係る原子力規制検査の結果

が報告され，「重要度評価※1：緑」「深刻度評価※2：SLⅢ」との評価が決定されました。 

 また，原子力規制委員会後，当社に評価内容が通知されるとともに，根本的な原因

の分析を踏まえた改善措置活動の計画を策定し，令和８年２月末までに報告するこ

とが求められました。 

※１   重要度評価は，検査指摘事項が原子力安全に及ぼす影響について，影響が大きい順から「赤」,「黄」,

「白」,「緑」の４段階に色付けされて評価される。 

※２  深刻度評価は，検査指摘事項が原子力安全または核物質防護に及ぼす影響について，影響が大きい順から

「SLI」,「SLⅡ」,「SLⅢ」,「SLⅣ」の４段階で評価され，評価レベル等に応じた規制措置が行われる。 

 

 

表１ 重要度評価 

 

 

 

表２ 深刻度評価 

 



 

 

 

 

【事案の概要】 

 東通原子力発電所において敷地内への侵入を防止するために設置している監視装 

置の性能試験および保守点検（警報表示機能確認）について，「求められる試験と

点検の一部もしくは全てを実施していない状態で，実施済みとして記録を作成する」

等の不適切な取り扱いが行われていたことが確認されました。 

 当社にて，過去の試験と点検記録を確認した結果，性能試験については古いもので

平成３０年度以降，保守点検（警報表示機能確認）については平成２５年度以降，

それぞれ事案が判明した直近の試験と点検までの期間において，不適切な取り扱い

を確認いたしました。（図１参照） 

 保守点検のうち，核物質防護に係る機器や設備の健全性と機能の確認を行う日常点

検や定期点検については，過去全ての期間において適切に実施されており，機器や

設備の健全性と機能に問題がないことを確認しております。 

 なお，女川原子力発電所では同様の事案がないことを確認しております。 

 

 

 
図１ 保守点検と性能試験の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

【原因と対策の概要】 

 当社は，「東通原子力発電所の防護設備の性能試験等の未実施及び不適切な試験記録

等作成」に係る根本原因分析の結果および改善措置活動の計画を取りまとめ，令和

８年２月１８日，原子力規制庁に報告いたしました。 

 当社では社長をトップとした全社体制のもと，事案の確認や原因分析，改善措置の

検討を進め，根本的な原因を「PDCA※を適切に回すための問い直す意識の弱さ」，「核

物質防護業務の重要性に対する認識不足」，「現場に対する本店や発電所幹部の関

与不足」と特定し，内部統制やガバナンス，安全文化，核セキュリティ文化の観点

での検証結果，独立検証委員会からの提言を踏まえ，１９項目の改善措置を策定し

ました。 

 現在，各改善措置に対し実施計画（アクションプラン）を定め，順次対応を進めて

おります。管理体制や組織風土などの安全基盤をより一層強化し，再発防止を徹底

してまいります。 

※ PDCA サイクルは，Plan（計画），Do（実行），Check（評価），Action（改善）の4 段階を繰り返して業

務や品質を継続的に改善するマネジメント手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ 再発防止に向けた全体像  

 
表３ 改善措置計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別添２ 

 

東通原子力発電所敷地内における協力企業事務所屋外分電盤の焦げ跡確認事象，   

その後の原因と再発防止対策について 

 

【事案の概要】 

 令和８年３月３１日９時４４分頃，東通原子力発電所１号機（第４回定期事業者検

査中）において，発電所敷地内の協力企業事務所に設置されている屋外分電盤に焦

げた跡が確認されました。 

 このため，同日１０時１８分に下北消防本部へ通報を行い，１１時２４分に火災と

判断されましたが，同本部により１１時４２分に鎮火が確認されております。 

 なお，本事象による発電所設備への影響および周辺環境への放射能の影響はありま

せんでした。 

 本事象は，当社が定める東通原子力発電所におけるトラブルの連絡・公表基準にお

いて，「Ａ情報：社会的関心の大きい事象（運転に影響しない火災（事務棟での火

災等）が発生したとき）」に該当するものです。 

 

【事象発生の原因】 

• 当該分電盤の扉付近に自生していた植物の蔓（ツル）を挟み込んだことにより，扉

の密閉性が低下し，分電盤内部に雨水や湿分を含んだ外気が流入しやすい状態とな

っておりました。 

• その結果，夜間時間帯等外気温が低下した際に分電盤内部で結露が発生し，結露が

端子台の相間部に付着したことにより短絡が生じ，火災に至ったものと推定してお

ります。 

 

【再発防止対策】 

• 当該協力企業におきまして，当該分電盤の目視点検項目として，扉への異物の挟み

込みがないことおよび分電盤内部に結露等の異常がないことを明確化し，点検結果

を記録するよう管理の見直しを実施いたします。また，当社において当該見直し内

容を確認してまいります。 

• あわせて，本事象の水平展開として，当該分電盤以外の屋外に設置されている分電

盤等につきましても，同様の観点から点検内容の見直しを実施してまいります。 

• なお，当該分電盤以外の屋外分電盤につきましては既に点検を実施しており，異常

がないことを確認しております。 

• 当社といたしましては，今後，本再発防止対策を確実に実施することにより，同様

の事象の発生しないよう努めてまいります。 

 


